
２０１７年 １２月  ２４日 ≪クリスマスイブ礼拝≫ 

 主 日 礼 拝  

①８時半～    ②１０時半～   ③夜７時～ 

 司  会  ①石井師   ②石井 秀人兄  ③石井師 

奏  楽 

祈  祷  ①石井師   ②松岡 清枝姉  ③石井師 

賛  美  讃美歌 111 番 ＆ 「メリークリスマス」 

主の祈り 

聖  書  ①ルカによる福音書１章26～38節 

②マタイによる福音書２章1～12節 

特別映像  イエスの誕生(映画｢二人のマリヤ｣より) 

メッセージ ①「恵まれた女よ、おめでとう！」大川従道牧師                    

②「新しい旅立ち」石井 潤牧師 

献  金  讃美歌103番「まきびと羊を」 

祝  祷               [献金当番：渡辺姉・永井姉] 

お知らせ                  【司会者】 

賛  美  「God Bless You」 
                  

礼拝にお越しくださった皆様を心よりご歓迎いたします！ 
《今週のお知らせ》 

１．本日日曜礼拝後、美味しいランチを頂きながらのお交わりの時間です。 

２．今週の祈り会：①明日朝６時。②木曜祈祷会は休み。③土曜夜８時。 

３．来週の日曜日は「年末感謝礼拝」（お昼はなし）。月曜は初詣礼拝[11 時]。 

４．来年 2018 年のカレンダーをお買い求め下さい。伝道のためにも。 

５．今年も一年守られた事を感謝して年末感謝献金をお捧げ致しましょう！ 

 
  

一年に一回聖書を完読できる！Bible Reading Plan 〔１２/２４～/３１〕 

Date 本日 月 火 水 木 金 土 日 

旧約 
ゼパニヤ 
1-３章 

ハガイ 
１・２章 

ゼカリヤ 
１－３章 

４- 
６章 

７- 
９章 

１０－ 
１２章 

１３・ 
１４章 

マラキ 
１－４章 

新約 
黙示録 
１５章 

１６章 １７章 １８章 １９章 ２０章 ２１章 ２２章 

チェック 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 

2018/1/7(日):誕生祝福式/ヤングチャペル･聖書の学び 

 



 
 
 
 
 
 
 
「信仰に生きたこの人たちは、神に約束されたものを手にしてから死んだのではありませ

ん。しかし彼らは、約束のものが待っているのを望み見て、心から喜びました。この地上

がほんとうの故郷ではなく、自分がほんのつかの間、滞在する旅人にすぎないことを自覚

していたのです。そう認めた時、彼らは心から、天にある故郷を慕い求めました。もし彼

らに、この世の魅力ある生活に戻る気があったなら、いつでも戻れました。しかし彼らは、

それには目もくれず、神が用意された天の都を一心に見つめていました。それで神は、彼

らの神と呼ばれることを誇りとなさったのです。」ヘブル書⒒章13～16節 [リビングバイブル] 
 

メリークリスマス！今夜主がお生まれになったこの記念すべき日を感謝します！ 

クリスマスのメッセージは幾つかあります。今朝のマタイ２章からまず見つけることができるこ

とは「新しい旅立ち」です。メシアである幼子に出会った博士たちは別の道を通って帰ってい

きました。しかも、それは天使のお告げという神様の介入によったということでした。 

“人生は旅である”と良く耳にします。私たちは人生を生きていく中で、様々な環境の中

で生きていきます。そして、様々な人々と出会います。そして、私たち自身がその出会いによ

って変化していきます。そう考えると、人生は何度でもやり直せるということが言えます。 

レーナ・マリヤさんの映像を観ました。彼女は1968年生まれですが、25年位前から音楽

活動をスタートし、すぐに日本での活躍が始まります。重いハンディキャップを背負っておられ

ることを、全く感じさせられないほどの強い意志と、神様への感謝の思いによって、生き生きと

歩んで来られました。自国のスウェーデンよりも、日本での活躍の方が盛んで、そのことが自

国のスウェーデンでも驚いて番組が造られました。 

その中で、人生での様々な人々との出会い、スタートは家族との出会い、障害を持って

生まれてきたことの苦悩と葛藤。水泳選手としての活躍、音楽家としての活躍。しかし、そ

んな華々しい活躍の裏で、結婚と離婚という苦悩も経験されました。しかし、そんな人生の

中でも、すべてのことに対して彼女は前向きであったということ、そして、今も前向きであるとい

うこと。スウェーデンのテレビでの放送だったので、明確にキリスト教のことは語られていません

でしたが、本来ならレーナさんは、「自分の人生をこのように導いてくださったのは、神様です。

イエスさまです。」と明確に語りたかったのではないかと思います。 

私たちの人生の中でも、幾つもの難所と言われる所を通過することがあります。そのすべ

ての局面で、私たちは選択を迫られます。それが「新しい旅立ち」です。私たちの人生の道

を切り開くのは直接的には私たち自身ですが、周りの人々の助けも借りながら前進する訳

ですが、そのすべてに恵みに満ちた神様の御手があることを感じつつ決断したいと願います。 

「新しい旅立ち」 
～人生のあらゆる局面での心の決断～ 


